
社会科
社会の定着状況

具体的な課題

課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

　４・５年生の結果は、概ねどの領域でも目標値を上回る結果であった。しかし、６年生に関しては、半
分以上の領域で目標値を下回る結果となった。
　全学年に共通して言えることは、学年内での点数の分布を見てみると二極化していることがある。個
人によって差があるこの二極化を改善していく必要がある。また、主体的に取り組む態度に関しては
全学年ともに概ね目標値を上回っていた。

　定着状況から、基本的な知識が定着できていない。
   ４年生は、地図記号と施設名が一致していなかったり、資料や年表の読み取りができていなかった
り
  していた。
   ５年生は、「くらしを支える水」「ごみのしょりと利用」についての問題の理解度が低い。特に水質検査
に
 ついて問われた記述問題での誤答が多かった。
   ６年生は、「日本の食糧生産」についての理解度が低い。また、資料からグラフをつくる問題や、地

〇知識・理解の不足
　学習の中で知識を定着できていないことが
考えられる。社会科における学習用語を理
解していないため、問題で聞かれていること
が分からないこともある。
 
 

〇社会的な思考力の不足
　資料の読み取りに慣れておらず、「資料か
らどんなことが分かるか」「このことが分かる
のはどの資料からか」など、資料とつなげて
考えることを苦手としている児童が多い。そ
のため、記述問題も苦手としている。

〇興味・関心の低下
　学力を向上させるためには、児童の興味・
関心を引き出し、より高めていくことが必要
になる。

　単元の中で、適切な時期に小テストや確認テストに取
り組むことで知識の定着を図る。また、授業の際には
習っ た言葉を児童自身に説明させたり、その言葉を入
れて文章を書かせたりするなどして、自分の中にイン
プットさせていく。
　eライブラリ、アプリケーション、学習かるたなどを用い
て学習をすすめ、児童が興味・関心をもち知識を習得で
きるようにする。

　資料を読み取ったり、選択したりする力をつけるために
は、入門期からの積み上げが必要であり、３年生の時か
ら計画的に学習に取り入れていく。
　自分の考えを記述するためには、根拠を大切にしなけ
ればならない。根拠を明確にし、それに基づいて文章を
書く指導を行っていく。また、国語科における書く力の育
成とも関連させながら指導していく。

　学習内容が自分たちの生活と関わりがあることを意識
しながら学習を進められるよう、問題や導入方法を工夫
する。
　児童が知りたいことをインターネットや本を活用して調
べられる時間を確保する。調べたことを新聞やポスター
等にまとめ、学んだことを共有できるようにしていく。

・区の設定した各観点・各領域の目標値を上回る児童を８割以上にする。
・主体的に取り組む態度に関しては引き続き、目標値を上回るように、意欲的に取り組ませていく。


